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第
95
回
群
馬
県
創
意
く
ふ
う
作
品
展
で
電
気
シ
ス
テ
ム

コ
ー
ス
の
課
題
研
究
班
、
髙
際
・
鈴
木
君
（
指
導 

金
井
先

生
）
の
製
作
し
た
カ
ー
ボ
ン
の
バ
ッ
テ
リ
ー
（
生
ゴ
ミ
）
が

群
馬
県
知
事
賞
（
第
２
位
）
を
受
賞
し
ま
し
た
。
な
お
、
全

日
本
学
生
児
童
発
明
く
ふ 

う
展
に
推
薦
さ
れ
ま
し
た
。 

現
在
、
こ
の
作
品
は
審
査 

中
で
す
。
そ
し
て
入
選
す 

る
と
、
３
月
下
旬
に
東
京 

に
て
展
示
さ
れ
る
予
定
で 

す
。 
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群
馬
県
創
意
く
ふ
う
作
品
展 

群
馬
県
知
事
賞
受
賞 

12
月
４
日
（
水
）
か
ら
７
日
（
土
）
の

４
日
間
、
沖
縄
県
へ
修
学
旅
行
に
行
っ
て

き
ま
し
た
。 

１
日
目
は
、
「
旧
海
軍
司
令
部
壕
」
や

「
平
和
祈
念
公
園
」
、「
ひ
め
ゆ
り
平
和
記

念
資
料
館
」
を
訪
れ
、
平
和
学
習
を
中
心

に
実
施
し
ま
し
た
。 

２
日
目
の
午
前
中
は
、
各
班
に
分
か
れ

て
「
シ
ュ
ノ
ー
ケ
ル
」
や
「
琉
球
吹
き
ガ

ラ
ス
体
験
」
、
「
と
ん
ぼ
玉
手
作
り
体
験
」

の
文
化
体
験
を
行
い
、
午
後
は
「
美
ら
海

水
族
館
」
を
訪
れ
、
体
験
を
通
し
て
沖
縄 

県
の
文
化
や
自
然
に
学
び
ま
し
た
。 

３
日
目
は
、「
タ
ク
シ
ー
研
修
」
を

実
施
し
ま
し
た
。
各
班
に
別
れ
て
、
全

体
で
は
訪
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
研

修
や
見
学
を
行
い
ま
し
た
。 

普
段
の
学
校
生
活
で
は
観
れ
な
い

顔
を
観
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

12
月
２
日
（
月
）
に
テ
ク
ノ
フ
ェ
ア2

0
2
4

が
行
わ
れ

ま
し
た
。
こ
の
大
会
は
、
県
内
の
工
業
高
校
生
が
課
題
研

究
等
で
取
り
組
ん
だ
内
容
に
つ
い
て
発
表
す
る
大
会
で

す
。
館
商
工
は
昨
年
、
一
昨
年
と
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
て

お
り
、
今
年
は
三
連
覇
が
か
か
っ
て
い
ま
し
た
。
今
年
は

建
築
科
３
年
の
課
題
研
究
「
も
の
づ
く
り
班
」
総
勢
22

名
で
大
会
に
乗
り
込
み
、「
連
携
～
相
手
が
い
る
も
の
づ

く
り
～
」
と
題
し
た
発
表
を
行
い
ま
し
た
。
当
日
欠
席
者

も
い
ま
し
た
が
、
生
徒
が
自
分
た
ち
で
フ
ォ
ロ
ー
し
合

い
、
何
と
か
発
表
を
終
え
、
そ
し
て
見
事
、
最
優
秀
賞
を

獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 


